
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１．応力、ひずみ、弾性係数

鉄筋とコンクリートの材料力学

A
F

=σ垂直応力

垂直荷重:F
断面積:A

E⋅= εσ
弾性域（静的強度の1/3以下）

２．鉄筋の性質
基本的な性質：

鉄筋コンクリートに用いる異形鉄筋は、熱間圧延
異形棒鋼としてJISに規定されている。鉄筋は弾

塑性硬化材料であり、明瞭な降伏点とその後の
降伏棚、ひずみ硬化領域を有する。

鉄筋の機械的性質
SD295A、SD295B、SD345、SD395、SD490

一例として、SD345
SD → Steel Deformed

345 → 降伏強度

鉄筋の種類
D6、D10、D13、・・・・・D41、D51

一例として、D13
D → Diameter 直径

13 → 公称径13mm

2345 mmNf yk =
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３．コンクリートの性質
基本的な性質：

高圧縮強度、低引張強度である。荷重初期より緩
やかな曲線を示し、明瞭な降伏点を持たない。

強度：
圧縮強度：20～80N/mm2

引張強度：圧縮強度の1/9から1/13程度
曲げ強度：圧縮強度の1/5から1/7程度

圧縮強度 とその他強度の関係：

引張強度

曲げ強度

32'23.0 cktk ff =
32'42.0 ckbk ff =

'
ckf セメント水比と圧縮強度の関係：

・水セメント比説
コンクリートの圧縮強度は、水セメント比（W/C：コ

ンクリート中の水とセメントとの質量比）に支配さ
れる

・セメント水比説
セメントと骨材が同じであれば、コンクリートのコ
ンシステンシーは使用水量によって決まり（単位
水量一定の法則）、使用水量を一定にすると強度
はセメント量によって定まる
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セメント水比説



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

拡大すると

課題１では、圧縮強度とセメント水比の関係式の推定
を行ってもらいます。


